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府立今宮工科高等学校 

校長 駒井 知一 

 
令和２年度 学校経営計画及び学校評価 

 
１ めざす学校像 

「夢創造」の教育力と確かな進路実現力を持つリーディング工科高校 

 １．「確かな学力」を身につけた社会に貢献できる「ものづくりリーダー」を育成する。 

２．規律・規範の確立と豊かな心を育む教育により、自律心や人を思いやる心を持つ生徒を育成する。 

 ３．教員の資質向上を図るとともに、学校の組織力向上に努める。 

４．地域に信頼される開かれた学校づくりを推進する。 

 

２ 中期的目標 

めざす学校像の実現に向け以下の取組みを行う。 

１ 「確かな学力」の育成 

（１）知識・技能の習得、思考力・判断力・表現力等の育成、学びに向かう力・人間性の涵養を図り、社会に貢献できる「ものづくりリーダー」を育成する。 

   ・ 家庭学習の習慣を各教科で検討し、令和４年度には生徒向け学校教育自己診断「家庭学習時間 1時間以上」を 25％以上にする。 

（Ｈ29-13％・Ｈ30-20％・Ｒ01-16％） 

・ 課題研究や総合的な探究の時間等を活用し、「自ら問題を見つけ出し、よりよい答えをつくり、提案する」力を育成する。生徒自治会行事などで生

徒の自主的活動の活性化に取り組む。 

   ・ 部活動について生徒自治会や顧問を中心に活性化を図り、令和４年度には部活動加入率 60％以上にする。 

（Ｈ29-62％・Ｈ30-54％・Ｒ01-53％） 

（２）基礎学力の定着を図り、専門性の深化と高等教育機関への接続に対応した教育の充実に努める。 

   ・ 外部テストの活用、講習・補習や土曜講座の実施等により、生徒の基礎学力の向上に努める。 

・ 工学系大学進学専科の授業内容や取組み等を充実し、さらなる生徒の進路実現を図る。 

   ・ 各系において企業、外部機関、大学等と連携した教育活動を行う。 

・ 高度な資格や検定の取得向上に努める。 

２ 規律・規範の確立と豊かな心の育み 

（１）あらゆる教育活動を通じて社会人基礎力が身につくよう指導するとともに、生徒の進路実現（就職・進学）100％を維持する。 

（Ｈ29-100％・Ｈ30-100％・Ｒ01-100％） 

   ・ ３年間を通したキャリア教育や進路指導を計画的に推進する。 

 ・ 適切な就職指導により就職一次内定率 85％以上を維持する。（Ｈ29-83％・Ｈ30-88％・Ｒ01-87％） 

・ 離職率調査を継続し、その結果をキャリア教育や進路指導に活用する。 

（２）あらゆる教育活動を通じて人権尊重の教育を進めるとともに、規律ある学校生活ができるよう教員全員で指導に努める。 

     ・ 各系・分掌・教科・学年団等の連携を充実し、中退者・留年者の減少に努め、中退率 0.3％以下、原留率 1.0％以下にする。 

（Ｈ29-中退率 0.9％、原留率 1.5％）（Ｈ30-中退率 0.4％、原留率 1.2％）（Ｒ01-中退率 0.3％、原留率 1.3％） 

   ・ 「おはよう運動」、挨拶の徹底、清掃美化活動に取り組み、生徒の基本的生活習慣の確立に努める。 

・ 人を思いやる心を持つ生徒を育成するとともに、「いじめ」の未然防止、早期発見・早期解決に取り組む。 

３ 教員の資質向上と学校の組織力向上 

（１）豊かな経験を持つ教員による研修や研究授業を推進するとともに、外部研修を積極的に推奨し、教員の資質向上に努める。 

（２）経験年数の少ない教員を中心に実践的な研修計画を立てるとともに、各系・分掌・教科・学年団等においてＯＪＴを推進する。 

（３）教職員が情報や課題を共有するとともに、スムーズに課題解決に取り組むことができる学校運営体制の確立に努める。 

 

４ 地域に信頼される開かれた学校づくり 

（１）地域と連携した取組みやボランティア活動などの地域貢献に努め、地域に信頼される教育の充実を図る。 

（２）専門高校としての特色ある教育内容について、広く府民への情報発信や学校ＰＲに努める。 

 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和３年１月実施予定］ 学校運営協議会からの意見 
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府立今宮工科高等学校 

３ 本年度の取組内容及び自己評価  

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

「
確
か
な
学
力
」
の
育
成 

（１） 

・家庭学習の習慣化 

・生徒の自主的活動

の活性化 

・部活動の活性化 

 

（２） 

・基礎学力の向上 

・企業や大学等との

連携 

・高度な資格取得 

（１） 

・各教科で調べ学習と発表を推奨する。 

・各系課題研究発表会および全系合同課題研究

成果発表会の実施。 

・部活動紹介等により部活動加入を推進する。 

 

（２） 

・外部テストの学力向上等への活用 

・少人数展開授業の推進と講習の充実 

・土曜講座（飛翔教室）の充実 

・全系において企業、外部機関、大学等と連携 

した教育活動を実施する。 

・資格取得の取組みを推進する。 

  

（１） 

･学校教育自己診断「学校満足度」90％以上 

（Ｒ１年度 86%） 

・学校教育自己診断「家庭学習時間 1時間以上の生徒」

20％以上（Ｒ１年度 16%） 

・合同課題研究成果発表会生徒アンケート肯定率 80％

以上（Ｒ１年度は中止） 

・部活動加入率 55％以上（Ｒ１年度 53%） 

（２） 

・外部テスト結果の学習到達ゾーン 

Ｃ以上 50％以上（Ｒ１年度 45％） 

・土曜講座実施回数年間 12 回以上（Ｒ１年度 12 回） 

・全系が企業・大学等と連携事業を実施 

・資格取得件数の 5％増加（Ｒ１年度 750 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

規
律
・
規
範
の
確
立
と
豊
か
な
心
の
は
ぐ
く
み 

（１） 

・キャリア教育、進 

路指導の推進 

・就職指導、進学指 

導の充実 

・離職率調査の活用 

 

 

（２） 

・人権教育の推進 

・基本的生活習慣 

の確立 

 

（１） 

・各学年団と進路指導部によるキャリア講演

会、見学会、進路ガイダンスの充実 

・企業訪問、求人情報等の収集、および面接の

事前指導の強化 

・講習や進学相談等により進学指導を充実 

・離職率調査を実施し、進路指導に活用する。 

（２） 

・教職員人権研修を推進し、教員の豊かな人 

権意識を醸成する。 

・「おはよう運動」の継続と強化で遅刻減少。 

・３Ｓポスター掲示等で校内美化を定着。 

 

（１） 

・就職･進学ともに進路決定率 100％継続 

・就職１次内定率 85％以上を維持 

（Ｒ１年度 87%） 

・ＳＰＩテスト平均 65 以上（Ｒ１年度 61.2） 

・卒業後３年全員の離職率調査の実施 

（Ｒ１年度離職率調査結果 9.0%） 

（２） 

・教職員人権研修 2回以上実施（Ｒ１年度 2回） 

・中退率 0.3%以下、原留率 1.0%以下 

 （Ｒ１年度 0.3%、原留率 1.3%） 

・遅刻を 10％減（Ｒ１年度 1014 件） 

・生徒向け学校教育自己診断「校内清掃がいきとどい

ている」肯定率 70％以上 （Ｒ１年度 65%） 

 

 

 

 

３ 

教
員
の
資
質
向
上
と 

 
 
 

学
校
の
組
織
力
向
上 

（１）研究授業等の

推進 

 

（２）新採教員等の

育成 

 

（３）学校運営体制

の確立 

（１） 

 ・ＩＣＴ機器活用のための講習会や研究授業 

を実施する。 

（２） 

・新任教員等、経験年数の少ない教員の校内研

修を充実する。 

（３） 

 ・スムーズに課題解決に取り組むことができる

よう学校運営体制の検証および改善に取り

組む。 

 ・教職員の「働き方改革」の取組みについて、

安全衛生委員会等で検討する。 

（１） 

 ・ＩＣＴ機活用のための研究授業等を年２回以上実施

する。（Ｒ１年度 2回） 

・（２） 

・経験年数の少ない教員の校内研修を年間 3回実施す 

る。（Ｒ１年度３回） 

（３） 

・学校運営体制の検証および改善に取り組む。 

・毎月の安全衛生委員会等で、「働き方改革」の取組み

について検討する。 

・教員の年間一人当たりの平均時間外在校時間を 240

時間以内とする。（R1 年度 306 時間） 

 

４ 

地
域
に
信
頼
さ
れ
る 

 
 
 
    

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

（１）地域連携と地

域貢献 

 

（２）専門高校とし

ての特色を

情報発信 

（１） 

・出前授業やボランティア活動などの地域貢献

に努める。 

（２） 

・中学校教員向け説明会を開催する。 

・１年生の出身中学校への訪問を実施する。 

・教員で中学校への訪問を実施する。 

・本校独自の説明会（部活動紹介を含む）を実

施する。 

・各種説明会に参加する。 

・ホームページを改定する。 

（１） 

・実習に関する出前授業の実施３回以上。 

（Ｒ１年度 10 回） 

（２） 

・中学校教員向け説明会を年に４回開催する。 

（Ｒ１年度年４回） 

・１年生徒の出身中学校訪問 40 名以上 

（Ｒ１年度 31 名） 

・教員の中学校訪問 80 校以上 

（Ｒ１年 60 校） 

・学校独自説明会等 8回（Ｒ１年度 10 回） 

・中学校、地域主催等説明会年間 20 回以上に参加 

（Ｒ１年度 24 回） 

・ホームページを改訂する 

 

 

 

 


